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ウニ 卵成熟過程 に おける
3H 一

チ ミ ジ ン
，
　

aH 一ウ リ

ジ ン．
11C 一お よ び

SH 一バ リン の 卵巣内へ の と り込

み に つ い て

塚原潤 二 （名古 屋大学堙 学部臨海実験所）

　前回報告 した 卵 母細胞表面 の 成熟 に 伴 う微細構造

の 変化 と ， 栄養物質 の と り込 みとの 関連 の 有無 を調

べ る た め に ，

3H 一
チ ミジ ン

，
　

SH 一ウ リ ジ ン ，
14C 一

バ

リ ソ を卵成熟開始期 の パ フ ソ ウ ニの 体腔 中に 注入

し ，

一
定時間寡 に 卵巣を圀定 し，オ ー ト ラ ジ オ グ ラ

フ の 方法を用 い て そ の 分布の変化を 調 べ た。そ の 結

果初期卵母細胞中 に は と り込 み は ほ と ん ど 見 ら れ な

い が ， 卵表面に微小 突起 と pinosome の 形成が開始

さ れ る時期 （直径 約 3G μ） を 過 ぎ た卵母 細 胞 中に は

著 しい と り込 み の増加が み られ る 。

SH 一チ ミジ ソ の

と り込 み は 少量 で
一

様 に 分布 して お り，卵 が 成熟分

裂を終え る と細胞質に の み み られ る。3H 一
ウ リジ ソ

は 仁お よ び細胞質中に 多量 に と り込 ま れ る が ， 仁中

に と り込 ま れ た もの の
一

部 は 成熟 に 伴い 細胞質中 に

移行す る と 思 わ れ る。
“ C 一バ リ 昭 まほ ぼ

一
様 に と り

込 ま れ る。酵素お よ び酸処 理 の 結果 よ り，
こ れ らの

と り込 み は単な る 浸透作 用 に よ る もの で はない こ と

を確 め た。 コ シ ダ カ ウ ニ で も ほ ぼ 同 様 の 結果 を 得

た。

モ ノ ア ラ ガ イ卵中の 沃度顆粒

加藤光次郎 （埼 玉 大 学理 工 学部生化学科）

　数年前 α
一nitroso −fi−naphthol 　lこよ り容易 に 検出 で

き る径 1．5 μ 位の 沃度含有顆粒 hS　Lymnea ，
　Physa

の 類 の 卵中 に 無数 に 存在す る こ と を 報告し た 。 電顕

で 調 べ た所 ， 顆粒内に は ， 両棲類 や Plan ・ rbis 等

の 卵黄顆粒 に 見 られ る よ うな ， 数個の 板状蛋 白結晶

が 含まれて お り，こ の 結晶 は格子 状構造を して ， 繊

維 状 の 基質中 に 埋 在す る 。 そ れ で 沃 度含有顆粒 は 蛋

白 卵黄顆粒 に 他 な らな い 。胚 の 発 生 に つ れ て 卵黄顆

粒 が崩壊 し ， 沃度 は検出 で きな くな る。そ の 後，明

らか に 出 現 す る の は 員殻 腺 の 上 皮 中で ，こ の 表面 に

形 成され る幼 貝 larval　 shel1 （コ ン キ オ リ ン を主成

分 と す る ） に も沃度 が 含ま れ る。胚 を 5 ％ チ オ 硫 酸

ソ ーダ で飼育す る と ， 形成 され た コ ソ キ オ リ ソ が堅

くな らな い
。

一
般 に 硬蛋白 に 沃度 の 含 ま れ る こ と が

多い の で ，
モ ノ ア ラ ガ イ の 場合 コ ン キ オ リ ン の 硬化

と沃度 と の 関係を追究中 で あ る 。

ヒ トデ の 放卵な らひ に 成熟分裂 を 誘 起する物質 の 精

製

金谷晴夫
・
白井浩子 （東京大 学海洋 研究所）

　 t トデ神経 の 生殖巣刺激物質が卵巣に 作 用 して 新

生 さ れ る 成 熟分裂誘起物質（MIS ）の 精製を Asterias

amurensis を材料 と して 行な っ た 。 卵巣 20　kg， 乾

燥神経 209 を 人 工 海水 100　1 中で 反応 （20
° C，6

時間） さ せ た 上 澄 を 出発材
’
料 とし， 濃縮後 ，

K2HPO
↓

と エ タ ノ ール を 加 え つ つ 遠 心 ， 濃縮を重 ね ，さ らに

ク ロ ロ ホ ル ム と エ ーテ ル で 脱脂 し ，
セ フ ァ デ ッ ク ス

G −15 （pH 　 8．5） ヵ ラ ム で 分 画 した 。活性分画 は さ

らに CM 一
セ フ ァ デ ッ ク ス （酢 酸 ア ン モ ソ 緩衝液 pH

6，8） カ ラ ム で 段階的 に 分画 し，乾燥後 MIS 　8．5　mg

を得た 。 少量 の水に溶 か して ア セ ト ン を加 え る と細

か い 針 状結晶が得 られ た 。精製 MIS は 0．　OG2　Pt9！

ml で イ ト マ キ ヒ トデ卵を 100 ％ 成熟 さ せ た。　 MIS

は強 い 紫外吸収 （pH 　6．　8 で最大 ピ ークは 261　m μ）

を示す が ，東北大中西研究室 に 依頼 して 紫外吸 収特

性 （pH をか え て の ）と赤外吸収 ス ペ ク トル か らア

デ ニ ン の 誘導体 ， 恐 ら く ユー
ア ル キ ル ア デ ニ ン と同

定され た 。

イ モ リ卵形成におけ る核酸合成

鈴木明郎 ・
石塚駿太 ・平田康子

　 （熊本大学教養部生物学教室 ・

　熊本 大 学理 学部生 物学教室 ）

　 イ モ リ の 雌 に
14C −uraCil を 個体当り 10μc 腹腔

内 に 注射 し， 1〜 3 日後 に 卵巣を摘出 し autoradi ・

ography 及 び MAK カ ラ ム で 核酸合成を調べ た 。

autoradiography に よ る と 0．　2　mm の basophilic

oocyte の 仁は RNA 合成能 が 最 も強 く， 大 き い

oocyte に な る に 従 っ て 減少す る が ，1．5mm 　LI上 の

卵 に お い て も活性 は 残 っ て い る。一
方核質に お け る

取込みは小さい 卵 ほ ど強い 。
MAK カ ラ ム の結果 は

小 さ い 卵 ほ ど rRNA 合成 が 強 く，大 き くな る に 従

っ て相対的に sRNA 合成 が高 くな る。
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